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人間とロボットの協働によるシャインマスカット

栽培の高効率・高品質化
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国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構生物系特定産業技術研究支援センター
【戦略的スマート農業技術等の開発・改良】事業



背景・課題
 高品質ブドウの栽培には経験豊富な生産者の「匠の技」が欠かせない
 ブドウ栽培作業に膨大な人手・時間がかかり容易に作付面積を増やせない

(代表機関：（株）YSK-ecom)
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プロジェクト概要
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目標・波及効果



人間・ロボット協働型シャインマスカット栽培体系構築コンソーシアム
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実施体制
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